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経 済論叢(京 都大学)第155巻 第3号,2000年3月

現代欧州重電市場の構造変化と企業再編
一 その前史ABB社 成立以前のBBC社 を中心 として

岸 山 未 来

1は じ め に

1985年 に 始ま る欧州市場統合 計画 の日的の一つは,1960年 代 の関税撤廃後 も,

依 然 として欧州市場 を分 断 している.多くの非関税障壁を撤廃 し,開 かれた市場

において欧州.企業間 の競 争を促進す るこ とによって,EC経 済 を活性化 させ る

ことであ る。中で も撤廃の効果が最 も大 きい と見 なされ たのが,EC各 国 の公

共調達市場で ある。本稿 で取 り上げ る重電産業'}に 関 して も,政 府 ・電力事 業

体 が国内調達政策,技 術規格等の非関税障壁を通 じて域 内貿易 を阻害 して きた

ために,.各 国に過剰 生産 能力 を抱 える 「ナ シ ョナ ル ・チ ャン ピオ ン翌 が形 成

された こ と,各 国公 共調達 市場め 開放 は,こ れ ら 「ナシ ョナル ・チ ャンピオ

ン」 間の競争 を促進 し,製 品価格 の大 幅な ド落や公共支 出の削減 などの`市 場

統合 の利益'を もた らす こ とが指摘 されてい る3,。そ して実際 に,公 共調達 に

D重 電 産 業 は,広 義で は鉄 道 設 備 や 産 業 設 備 を製 造 す る 企 業 も含 め る が,本 稿 で は狭 義 の意 味 で,

電 力 発 電 ・送電 ・配電 設 備 を製 造 す る企 業 を指 す 。

2)「 ナ シ ョナ ル ・チ ャ ン ピ オ ン」 と は,⊥96011代 後 半 か ら1970年 代 に か けて,欧 州 各 国 が 直 接

的 ・間接 的 な政 府援 助 を通 じて保 護 ・育 成 した.国 内 市場 を 独 占 す る 大 企 業 を指 す 。 本 稿 は,.こ

嘆)「 ナ シ ョナ ル ・チ ャ ンピ オ ン」 が,199D年 代 の 市 場 統 合 を 背 景 に そ の 「ナ シ ョナ ルー;な 性 格 を

どの よ うに 変 えつ つ あ る のか,ま た そ の 実 体 の 変 化 が 各 国 経 済 に ワえ る影 響 等 を,公 共 調 達 部 門

に 関 わ る企 業 と政 府 間関 係 の 分 析 か ら明 らか に し.欧 州統 合 の経 済 的実 体 を考 察 す る作 業 の 一 端

で あ る。 近 年 の欧 州 市 場 と 「ナ シ ョナ ル ・チ ャ ン ピオ ン」 との 関係 につ い て,産 業 政 策 の面 か ら

研 究 し た 文 献.に,Hayward、 」.ed.,盈 ゴκ5'r血'五}``8ゆr恕 僻fゴE梶rσ ρ㎝ η 舳 昭r磁r,p`=冊{研

Nationalto一,t,.'星 躍∫ピσηα'Cん``解 μo配5ぎηW窩8ピ ㎜Eκrr4》6,0xford,1595が あ る 。

3)Cecじhini,P.,TheTumipmnChallenge1992,Brussels,1988.(田 中 素 香 訳 『EC市 場 統.含 ・

1992年 域 内li∫場 完 成 の 利 益 」 東 洋 経 済 新 報引:,1988年).
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関 わ る 産 業 で は,1980年 代 末 か ら1990年 代 初 頭 に か け て 大 き な 変 化 が 見 られ た 。

欧 州 重 電 産 業 に お け る 変 化 は,次 の よ う な も の で あ る 。 これ ま で の 各 国 重 電

産 業 は,少 数 の,国 内 市 場 を 独 占 す る フ ル ラ イ ン の 大 企 業(「 ナ シ ョ ナ ル ・

チ ャ ン ピ オ ン 」)と,一 部 設 備 の 製 造 に 特 化 し た 中 小 企.葉 群 か ら 構 成 さ れ て い

た 。.]988年 に ス ウ ェ ー デ ン の ア セ ア(ASEA)と ス イ ス のBBC(Brown

Boveri&Cie,以 下BBCと 略)と が 合 併 に よ っ て ア セ ア ・ブ ラ ウ ン ・ボ ヴ ェ

リ(AseaBrownBoveri,以 下ABBと 略)を 設 立 し た の に 続 き,同 年 イ ギ リ

ス のGECと フ ラ ン ス の ア ル.ス トム が 各 々 の 重 電 部 門 を.合 併 さ せ て(.E(ア ル

ス トム を 設 立 し,両 社 は 欧 州 市 場 を 中 心 に 設 立 直 後 か ら多 く の 国 境 を 越 え た

M&Aを 行 っ た 。 そ の 結 果,先 に 述 べ た 一 国.単 位 の 供 給 構 造 は,1990年 代 に は,

ABB(ス ウ ェ ー デ ン/ス イ ス),GECア ル ス ト ム(イ ギ リ ス/フ ラ ン ス),

シ ー メ ン ス(ド イ ツ)の3社 が,欧 州 の 大 国 市 場 に お い て も,そ の 他 の 小 国 市

場 に お い て も,支 配 的 な 企 業 に 変 化 しだ 〕。 こ の 企 業 再 編 は,第2次 大 戦 後 初 の

重 電 産 業 に お け る 国 境 を 越 え た 再 編 で あ り,こ れ に よ っ て,.各 国 に 存 在 し て い

た 「ナ シ ョ ナ ル ・チ ャ ン ピ オ ン」 と 呼 ば れ る 独 占 的 企 業 は,..ヒ 記 の3社 に 取 っ

て 代 わ ら れ た の で あ る;,

しか し,こ の よ う な 公 共 調 達 部 門 に 関 わ る 産 業 の 変 化 は,欧 州 委 員 会 の 予 測

と は 異 な る 結 果 で あ っ た 。 つ ま り,1996.年 の 市場 調 査5:1に よ る と,実 際 に は 公

共 調 達 市 場 の 開 放 が あ ま り進 展 し て い な い に もか か わ ら ず,各 国 「ナ シ ョ ナ

ル ・チ ャ ン ピ オ ン」 の 国 境 を 越 え たM&Aに よ る 多 国 籍 的 展 開 が 生 じて い た

の で あ るG:卜。 同 調 査 は,現 地 子 会 社 を 通 じ た 「間 接 輸 入 は 多.数 の ハ イ テ ク部 門

に お け る リ ス トラ ク チ ャ リ ン グ の 反 映 で あ っ て,残 存 す る ご く少 数 の 大 企 業 集

4)19冊 年 にはABBとGECア ルス トムが各々の発電設備部門 を合併 させている。

5}E.,・peanC。mm血d・ ・、7協.謡・ψ 愉 ・た蜘 認 了禰 ・・.rσ励 五脚 ρ← 且 乃 ・罪5Rゆ ・,『'./ン'朋

theEuropeanCoramusfon,Luxembourg,1996,(田 中素香訳IEU単一 市場 と ヨー ロッパの将 来

一モンティ報告一一」東 洋経済新報社,1998.年)p

6γ 公開入札数が増加 しないのは,各 国政府がEU指 令 を国内法令 に転換するのを遅 らせ,尚 かつ

多年度契 約などの手 段を用 いて,自 国企業に.一括 発注 するケースが存在す るためで ある0・

peenCommunities,The・ 駆π9'謬湿αrた8ガ尺雌・ご酬5μ か卿ゴ邸Z∬D誌 撹αη読 η8q/魚 π配rN砺1潤朋6'

2PublicLb.㏄4圏 〃醐'.Luxembou■g,1997.
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団が他の企業を買収 したり他の構成国に彼 ら自身の組織を設立 した結果」であ

るとし,企 業側の構造変化を指摘 してはいるが,そ の具体的な分析は行 ってい

ない%

本稿の課題は,上 述した80年代末以降の欧州公共調達市場と企業との関係の

変容を明らかにするために,そ の前史として,1970年 代の欧州重電市場におけ

る企業間の競争関係 について,ス イス企業のBBCを 中心に検討す ることにあ

.る3,。叙述は次の順序で行う。第n節 では80年 代末の企業再編を概観 し,第 皿

節で高度成長期に確立した欧州重電市場の構造とその役割を明らかにする。第

W節 では,こ の市場構造を前提 とした,ス.イ スBBLの 経営構造が,需 要停滞

下において成立 しえな くなったことを述べ,最 後に国境を越えた企業再編の背

景とその意味を指摘 したい。

騰

濃
饗

皿ABBの 設立 と欧州重電企業の再編

こ.こで は企業再 編め状況 を詳 しく見 てみ よ う。ABBは1988年1月 に発足 し

て以来,多 数の企業 買収 を行 った。ABBは,.1990年3月 に企業買収戦略 の収

束 を宣言す るまでのお よそ二年 間のみで,合 計36億3400万 ドルを支出 して55社

を買収 した",。電力設備分野で は,ABBは,ユ988年 ユO月に.西 ドイツのAEGの

蒸 気 ター ビン事業 を購 入 し,1ユ 月 にはイ タリアの電機 エ ンジニ ア リング ・グ

ルー プのFrancoTosiを 買 収,ベ ルギーの電 力設 備製 造企 業ACECの.小 型

ター ビ ン事業 を購 入 した。.1989年1月 には イ タリアのFinmeccanica/Ansaldo

グ ル ー プと発電 機,ボ イラー,タ ー ビ ン,変 圧器で4つ の ジ ョイ ン ト ・ベ ン

ーケ)EαEUの 飲 ・澗 題}ま、欧州の公欄 達関連企業の 「瓠卜酌 」雛 を考慮に入れていない.点

に あ る,.と い う 指 摘 が さ れ 『⊂い る。C。x,A.、huLF.,"TheJuryisstilloutforUtilities

P.。。u,。menrTh。 【,[、圃 ・f・heRUPvm・u・em…Di　 ・i… 。・ ・he1.〔Mi…(UtilityGv,一

enactAwardsinthe'Twelve'MemberStates,'1P酎 ゐ'κPr醒 απワ〃副 ム照,R即'鰍 ㌧Mayl996.

8)欧 州 重 電 企 業 の 中でuse取 り 団2る の は,後 輪 副 らか に す る よ うに ・1960年 代 後 半 か ら

7。年 代 に強 ま っ た欧 州 各 国 の 「ナ シ ・ナ ル ・チ ・ ン財 ・」 蘇 の影 響 を,国1肺 場 基 盤 の 弱 い

同社 が 最 も強 く受 けた と考 え るか らで あ る。

9)凡"αF邑 【=,alTimes.March.21,1990,p.9.以 下 の 企 業 買 啄 に つ い て は,F'照 ηぐ認 乃 〃螂 そ の 他

の 雑 誌 を も とに整 理 した ⊃
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チ ャー を設立 し,後 に ター ビンと変圧器 のジ ョイン ト・ベ ンチ ャーを買収 した。

2月 には アメリカの ウエステ ィングハウスと送電お よび配電設備分野 で.ジョイ

ン ト・ベ ンチ ャーを設立 し,10月 に これ らを買収 した。 さらに11月 にはア メリ

カのCombustionEngineeringを 買 収 した。1990年1月 には スペ.イ ンで発 電プ

ラ ン トと送電設備製造企業のCenemesaConele(:Cademesaを 買 収 した。 これ

に対 しGECア ル ス トムは,1988年 に ベルギーのACECの 一 部事業 を購入 し,

西 ドイツの ボイラー製造企業のEVTを 買 収 した。 シー メンスは,.1987年 に重.

電 部門の子会社であ ったKWUを グ ルー プに再編 し,AEGの 事 業 の一部を購

入 したが,フ ランスのFramatomeとPWR原 子 炉の共 同子会社 を設立 した他

は,他 国市場での 目立ったM&Aは 行 っていない。

これ らのM&Aに よ ってABBは,ス ペ イ ン,ベ ルギーな どの小 国市場 に

製造拠点を確.立す る一方で,イ タリアで の攻勢 的なM&Aの 結 果,同 国 にEC

内 で ドイツに次 ぐ製造拠点を築いた。ABBは ドイツで は,BBCの ドイツ子会.

.社 と買収 した企 業 を統合 し,そ の製 造能力を拡張 した。GECア ル ス トムは,

元 々拠点 としてい るフランス とイギ リス以外で,大 市場であ る ドイツに初めて

製造拠 点を築いた。ABBとGECア ル ス トムは,こ の国境 を越 えたM&Aの

結 果,そ れ まで 自社に閉ざされていた市場,特 に欧州の.大国市場への参人を果

た してい る。

この企 業再編 を市場の側か ら見 ると,外 国企業 によるM&Aが 活発 に行 わ

れ た.市場 は,大 国では イタ リア,ド イツと,小 国で はベ ルギー,ス ペ インであ

る。 イギ リス,フ ランス,ス イス,ス ウェーデ ンで は,こ れ までの 「ナシ.ヨナ

ル ・チ ャンピオン」が合併に よってその名前 を変 えてい る。 この変化 は,以 前

は明確であ った.各国 「ナ シ ョナル ・チ ャンピオ ン」 の存在が,国 籍の点で は判

別が 困難 とな った ことを意味す る。特 にABBは,3社 の 中で最 も 「ナシ ョナ

ル」 な性格が明 らかでない企業 となった。

3社 の売上高 と従業員数に占め る欧州市場 の割合 を見 てみ よう。第1表 によ

ると,シ ー メンスは ドイツ市場 の比率が半分 を占め,GECア ル ス トムに とつ
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第1表1994年 のABB,.シ ー メ ン ス.GECア ・レス トム の地 醐I」売1・高 と従 業 員 数

:

ABB シ ー メ ン ス GECア ル ス トム

売上高 従業員 売.ヒ高 従業.員 売E高 従業員
(百万 ドル). (人) 〔百万DM) (人) 〔百万 就u) (人)

29,718 2071557. 84,598 391,000 9,131 82,039

.

ド イ.ツ 15% ユ7% 42% 61% 8% 7%

ス ウ ェ ー デ ン 8% ユ3%

イ ギ リ ス 6% 4% L1% 20%

.イ タ リ ア 4% 4%

ノ ル ウ ェ ー 3% 3%

フ ィ ン ラ ン ド 3% 4%

ス イ ス 3% 6% 26% 20% 2% 1%

.ス ペ イ ン 2% 2% 2% 3%

フ ラ ン ス 2% 1%

i

56% 41%

デ ン マ ー ク 2% 2%

ベ ル ギ ー 1% 1% 2% 2%

.

そ の 他 7% 13%

欧 州 合 計 56% 90% 68% 81% 91% 74%
.

ア メ リ カ 大 陸 20% ユ6% 18% 13% 4% 6%

ア ジ ア ・太 「1」洋 14% 9% 9% 4% 4% 15%

中東 ・.アフ リ カ 10% 5% 6% 2% 1% 6%

出 所:朋8A　 割 勘 砿 ∫、1・規醐A　 　 舐 ゆ ・Arザ ・エ ン ジ ニ ア リ ング ・ビジ.1x11997年

9月1日 号,よ り作 成c

て も,未 だに フランスとイギ リスが主要.市場であ る。ABBが,3社g中 で 最

も欧州 の特定市場 に依存せ ずに各国に製造拠点 を持ち,売 上高 も欧州各国へ分

散 してい る。.つま り,こ の企 業再編 の内容 は,ア セア とBBCに と ってのEC

市 場への進出で あ り,こ の動 きに対抗 して,GECア ル ス トム も欧 州最 大の ド

イ ツ市 場への進 出を図 った と言 える。 またABBが 買 収 した企業の経営内容は,

重 複す る設備 を製造 する企業や,赤 字経営の企業 を多数 含んで お り,ABBが

M&Aに よ ってまず各 国市場へ の参 入を優先 していた ことが分か る。ABBが

この ような攻勢 的な進 出を行 った欧州市場 は,欧 州重電企業 に とって どのよ う
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な役割 を果 た してきたのであ ろうか。次節 では,欧 州市場 の役割 とそ の中での

小 国企業 の位置 について,高 度成長期 を対 象に明 らか にす る。

III欧 州重電産業の貿易構造 と欧州市場

1欧 州諸国の輸出市場

まず石油 シ ョックまでの発電能力 の主力で あ った,火 力発電設備 に関す る欧

州各 国の貿易状況 を.見てみ よう。 第2表 は1955-1975年 の 蒸気 ター ビン発電 機

の国別 の貿易状況を一覧 した ものである。 この表 を詳細 に検討す ると,次 の よ

うな欧州重電産業 の特徴 が分 かる1%欧 州.各国の世界 の輸 出市場 に占め るシェ

アは,イ ギ1」.ス22.9%,ス イ ス17.5%,西 ドイツ14.4%,フ ラ ンス6.9%,ス

ウ ェー デン0.9%,イ タ リア0.6%で あ る。 イタ リアを除いて,そ の生産高に占

め る輸出比率はいずれ も3割 以.上で あ り,欧 州諸国 はアメリカや 日本 よ りも輸

出 に依存 してい る。 イギ リス,.西 ドイツ,ス イ.ス,フ ラン.スは欧州 以外 の 市場

昏 も輸出を行 ってお り,各 国の欧州以外の輸出市場 には次 の ような特徴 が見 ら

れ る。 イギ リスは,カ ナ ダ,香 港,オ ース トラ リア,ニ ュー ジー ラン ドな ど,

旧 英連邦諸国への輸 出が高 い割合 を占めてい る。 フランスの輸 出は南 アフリカ

に集中 している。 スイスはアメ リカと南 アフ リカに集中 して輸 出を行 ってい る。

ドイツは,北 米,ア ジア,中 南米,オ セアニ アな ど,最 も広範 囲に輸 出を行 っ

てい る。 この表 にアメ リカ と国本 の主要輸出市場(中 南米 ・アジアとア ジア)

.も.含めて見 ると,製 造国 の輸 出は特定の国 ・地域 に集 中す る傾 向にある ことが

分 かる。 この製造 国間の輸出市場 にお ける棲 み分 け傾 向は,発 電 プ ラン ト貿易

に固有 の条件 と,こ の産業の歴史的な発展過程 の中で形成 され て きた。

電カ プラン トの輸 出は,ユ 基当た りの価格 が巨額で,尚 かつ発注か ら運転開

始 まで長 い リー ドタイムを必要 とす るために,買 い手側 の巨額 の資金力 とリス

1の 蒸 気ター ビンは発電機 と共 に火力発 電所を構 成する中核機器で あ り,輸 出に際 して は,..般 的

に同一企 業か ら発電機 とセ ・・トで納.入される、この国別貿易統計 は,後 に見 るよ うに,BBCめ

外 国子会社の生産高 も当該国の生産高に含むために,企 業 の生産高 を正確 には反映 しないが,企

業 別統計が存在 しない下で,重 電産業の貿易構造の特徴 を大枠で掴む には有効であ る.
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ク保 障能力 を必要 とす る。 また発電所の運転 とメンテナ ン.スには高度な技術力

が求め られ る。そのた めに,輸 出企業が途上国で受注を得 るためには,輸 出企

業の国か ら行われ る開発援助や輸出信用,技 術援助な どが重要な競争条件 とな

り,そ れ らは主 に1口宗主国か ら旧植民地国へ と行われ る傾 向にあ っだ ㌔ この

点で,ス.イ ス とスウェーデ ンの輸出が先進国に集中 しているのは,大 国による

輸 出信用 ・政府援助が受注獲得 に有利に作用 する途上 国市場 を避 けた結果 と思

われ る、,技術面での継続性 も,輸 出企 業 と顧 客で ある電力事業体 との関係 を固

定 させ る.要因であ る。さ らに,戦 前か ら続 く国際 カルテルと,主 にアメリカ企

.業 か らの技術 ライセ ンス協 定が」.歴史的にプラ ン ト貿易 における競争.を制限す

る条件 として作用 した。国際 ガルテルは,第2次 大 戦後 に アメ リカ企業 が脱 退

した後 も,新 た に 日本企業 を加 えて継続 した1%ア メ リカ企業 の技術 ライセ ン

ス供与は,欧 州企 業が第2次 大 戦後,独 自の技術力 を発援 させ 自立傾 向を強め

て も,欧 州企 業のアメ リカ と途L国 への輸出 をあ る程度制限 してい る。輸 出企

業の 中で は,ス イスのBBCの み が,第1次 大戦前 か ら蒸気 ター ビンを 自社 開

発 し,.ス ウェーデ ン企業ヘ ライセンスを供与 してい る。 これは後 に述べ るよ う

に,BBCが,早 くか らア メ リカ市 場へ輸 出 を行 う.ことを 可能 に した条件 と

なった。

途上 国における発電 プラン ト貿.易は,以 ヒのよ うな諸条件 によって,歴 史的

に主要製造国 のいわ ゆ る`影 響 の範囲(spheresofinfluence)'13)と 呼 ばれ る輸

出市場 を形成 してお り,そ の中で,ス イス,ス ウェーデ ンなどの.小国 は,国 家

的な競争条件の限界か ら,途 上 国で の安定 した`影 響 の範囲'を 持 ち得なか っ

たのであ る。次に,欧 州企 業の主要市場であ る欧州での貿易構 造 と小 国市場 の

位置 を見てみ よう。

11}Ep・td.,B・ ・Politic・ ゾ 丑 ・4・ 加 齢 ・・PlantlmpsofPub～'串 ・… 　 山 ・d・ ・197・,

FY・30-37・Surrey,A・J・,World11.,k,'.(orElect・ ゴc魚 観 ダEg翼 ψ 肥 満,Sussex,1972,PP.53-55.

12)CongressoftheL15,」 鷹 η聖o'め朋 昭'6fか.ゴ ぐal■1∬ ρr湾曲 伽 湘Cg翻 η副 署 α 〃堀 ,N、Y.,ユ980,

13)Thomas.S.D.、McGowan,F.,Theworn!Mαr勧`プbr「 々ατッ 五`εrかぜぐα'五q"φ 〃'8'卍ε,Surr臼y,

199(),PP.17-18.
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イ ン ド 〔3)450 (2)280 1:21)900

パ キ ス タ ン

〒

.

②128

アルゼ ンチン ㈲600 〔9〕1106G 〔7〕285 〔5〕450

ブ ラ ジ ル 〔2〕100

チ リ

.一

〔2)100 (1)125

中

南

米

コ ロ ン ビ ア ②66 ④264. 〔1)36

メ キ シ コ 〔1)38 〔呂:〕 お2 1:7)260

プエ ル トリコ (2}goo

ベ ネ ズ エ ラ 〔4)200

西インド諸島 〔2)100 〔1)33

イ ラ ン

中 内..

イ ス ラ エ ル (2}456 〔4)300

東.
ト ル コ 〔2〕64

ニュージー ラン.ド (14}7SO 〔2〕249オ
セ

ア

ニ

ア

オース トラリア 〔85)10.G95 ④480 〔3:}.1即 〔呂)5ユ6

そ
の
他…

南 ア フ リ カ 〔44〕3,4/0 〔6:}2、100 口器)2,850 (25:3,190

輸 出 合 計 〔:276:}錫、025 〔44)11,445 1192::2305 (11>993 1:22)1,489聯)29,065

輸出市場シェア 22.9% 6.9% 14.4% o.6% o.9% 17.5%

輸出/生産高比 3.7.9% 39.5% i39・6% .6.1% 33.3% 96.6%

出 所lSurrey,A.」.,WorldA4arkrr.和rE!βrr`rどf飾 冠'ε7・均 ゆ 脚 嫉Sussex,1972,P.39.よ り 作 成 。

if太 枠 内 は 国 内 生 産 、,1970年 ま で の 受 注 に よ る 。

2.欧 州市場と政府の保護政策

欧州市場 は,大 製造企業 を有す る国の市場 と,そ れ以外 の諸国 の市場 とに明

確 に区別 され る。他 の欧州市場への輸出が多い製造 国は,第2表 による と,西

ドイツ,ス'イ ス,フ ラ ンス,イ ギ リスであ る。 イギ リス とフランスの主 な輸出

先は,各 々ア イル ラン ドとベルギーであ り,自 国 と歴史的つ なが りを もつ国で

あ る。西 ドイ ツとス イスは欧州全域 にわた って輸 出を行 ってお り,こ の2国 の

企業間で.は,輸 出を巡 って競.合が生 じていた。逆 に市場 としては,イ ギ リス.,
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フランス,西 ド.イツ,イ タ リアの大国 は,終 戦直後を除いて他 国か らの輸 入を

ほ とん ど行ってお らず,そ れらの市場 は国内企業の独 占的な市 場 とな っている。

対照的 に,こ れ ら4ヵ 国以外 の欧州諸 国の輸入比率 は,こ れ ら主要製造 国 と比

べて著 し く高い。 この大 国市場 の閉鎖性 は,次 の ような国内の需要構造 と政府

の政策に よって形 成された。

電力設備の需要側 は主に電力事業体で ある。欧州.各国の電力事業体は,大 半

が国営 ・公営で あ り,地 域 に安定 的な電力供給 を行 うとい う目的の下 に,1～
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数社 に国内や地域での独 占的地位 が与 え られ た。政府 ・電力事業体 に とって は,

自 国の電力 システムを安全 に維持 す るために も,安 全 な設備 を安定的 に供給 す

る自国重電企業 の保護 ・育成が政策 目的 となる。 この需要側 の構造 と電力事業

の特性が,重 電企業 の保護 ・育成政策の基盤 となった。

政府 ・電力事業体 による重電企 業の保護 ・育成政策 の内容 は,次 のよ うなも

のである14,。第 ・に,公 共調達政策 を通 じた市場 の保 障であ る。いずれの国 も

国内調達 を基本方針 としてお り,外 国か らの設 備購 入は,価 格が非常 に安価 な

場 合な どに限られて いる,,政 府は,公 共調 達を通 じて注文 の分配や生産割 当を

行 い,さ らに需要 の停滞期 には,価 格協定や合併 の奨励 によ って,重 電産業の

利 益を保 障す る、,電力事業体が採用す る技 術規 格 も,各 国で 異なるために,外

国企 業の参 入を妨 げる障壁 と して機能す る。第二に,電 力事業体 ・政府研究機

関 と重 電.企業 との協 同研究 開発体制 は,重 電.企業に とって研 究開発へ の資金援

助 である とともに,将 来的 な市場の保障 ともな る。実用 化された新技術 は,国

内.市場 で試験 的運用 の機 会が与 えられた上で,輸 出され る。最後 に,政 府 は途

上国への輸出に際 しては,先 に述べた ように,自 国企業 に有利 な信用 条件 の付

与,開 発援助 の利用 によって,重 電企業の輸出 を支援 してい る。 このよ うな諸

政策が,重 電企業 の自国市場 を,安 定的な蓄積基盤であ るとともに,途 上 国へ

の輸出に際 して不可 欠な競争条件 を保障す る場 としてい る。

他方で,大 国以外 の欧州諸 国の市場 は,以.ヒ の ような閉鎖的構 造を形成 しえ

なか った。大国以外 の欧州諸 国は,国 内市場が狭隘で,国 家の技 術的 ・経 済的

.基 盤 もフル ラ.インの 自国重電産業 を育成す るほど十分で はない。 これ らの諸国

の重電企業は小 規模 で,電 力設備 を製造 していて も,技 術的 に容 易な一部 設備

に特化 している場合が多 く,タ ー ビンなどの中核機器 は,大 国の企業か らライ

セ ンスを受 けて製造 するか輸 入で代替 してい る。 この 中で,ス ウェーデ ンとス

イスは,小 国であ りなが ら.フルライ ン.の重電企業 を擁す る位 置 にあ り,そ の国

を拠点 とす る企業は,独 自の競争優位 によって外国市場 を確保 して きたのであ

14)Epstein,砂.cゴa,VP.9-29.
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る15,。.次節で は,1980年 代 末 の.企業再編 につなが る,BBCの 欧 州市場 にお け.

る経営 変化 の過程 につ いて.見てみ よう。

IV1970年 代 の市場変化 と小国企業

1高 度成長下におけるBBCの 多 国籍経営構造

スイス企 業のBBCは,他 の欧州の輸出企業 と比較す ると,経 営規模で はス

ウェーデ ンの アセア と並 んで下位 にあ るが.そ の全事業 に占める重電事業の割

合は高 く16,,タ ー ビン発電機の輸出高は,ド イツの シー メ ンス と並 んでIH界 最

大であ った。BBCは,輸 出 に閉ざ され ている各大国市場へ,子 会社 を通 じて

進出す るとい う多国籍経営 によって,進 出先で安 定的な 「国内」市場 を得 る と

ともに,輸 出は先進 国市場 に集 中す る とい う経 営戦略を とっていた。

BBCの1955-1975年 にお ける蒸気 ター ビン発電機 の市場 は,第2表 による と

主 に欧州.全域 とアメ リカで あ った。 しか し,こ れを よ り詳細 な企業 別統計で あ

る第3表 で見る と,BBCの 欧 州 におけ る主 要市場 は,西 ドイツ とフラ ンス に

な る。 これ らの 市場 は,.前 節で見 たその閉鎖的 な市場構造 のために,.他 国の重

電企業 には参入が不可能で あ った。BBCが 両 市場で シェアを得ていた のは,

BBCが 西 ドイツ とフランスに蒸気 ター ビン発 電機 の製造子 会社を持 ち,そ の

子会社か ら当該市場へ設備 を供給 しているためであった。このBBCの 子 会社

の生産高は,国 別の統計で ある第2表 で は,当 該国め生産高に含 まれていた。

BBCの これ ら子 会社 を含 めた欧州 におけ る経 営構造 と,輸 出市場 と しての ア

メリカ市場の役 割につ いて見 てみ よ う。

欧州で.は,西 ドイツ企業 とスイス企業 とが小 国市場 において競合 関係 にあ っ

た。第3表 は,BBCと 西 ドイツ企業 の蒸気 ター ビン発電機 の各国別販売数 を

15)ス ウェーデンのアセアは,企 業規模が欧州のフルラ.イン企業の中でぽ最も小さく,蒸気ダービ.

ン発電機の輸出先はデンマーク,フ ィンランド,オ ランダなど欧州の数力国に限られているが,

直流送電分野で独自の技術を持ち,こ の点では世界市場を独占していた.大 型タービンはBBC

か らライセンスを受け,小 型タービンに関しては自社技術を持つ。

16)1978年 時点で,金 売.h高に占める電力設備事業の割合は,RRC51%,シ ーメンス42%,ア セ

ア32%,ア ルストム14%,GE(=14%で あったり
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第3表

第165巻 第3号.

BBCと 西 ドイ ツ企 業 の蒸 気 ター ビ ン発 電 機 市 場(1955-1975噸)

単位:(基Wmw

BBC

晒 ド砂 〕

BBC

け うンス〕

BBC

〔スイス〕
BBC合 計 AEG シー メ ンス .KWU.・

各国

国内市場

西 ド イ ツ 〔55.:lg、471 (1〕150 〔56〕臼,621 (15呂}26、853

噛
[237135.670
:

フ ラ ン ス

…

醜 〕5、7駆
'1

(32)9、758
n.. 〔.102)20、118

イ ギ 』1ス i:41560 〔些.:136 〔34朧.語79

イ タ リ ア 〔2:310 〔2〕25D 1:511,136 ;91)19.720

ス ウェー デ ン (2)176 〔3:】.960 (6)1、o認 (3)750 〔27:〕6,555
ス イ ス 〔5:}1鰹 〔:10:〕2、7認

オー ス トリア (1)43 〔3}195 〔4)23呂 〔1)65

.

〔7)638己 13.:310 〔16:日,376

ベ ル ・ ル ク .:5)945 ⑦ 呂57 〔12)1,802 〔5.)661. 1〔.38〕6、095

オ ラ ン ダ ④750

.

〔8)1、694 〔12)2,444 1:3)195 1:13〕L597 〔3:1概 〔.60)8.902

デ ン マ ー ク

1

〔上9)3.lo3 〔19:3.10? .1:・1)425 剛4、265

フ イ ン.ラン ド

..

〔1:1罰 〔ii の 施9 〔.5:1295 〔4}595 1:26::2.007

ス ペ イ ン :ア:1.310 (ア:11.310 〔:5}457 (5)1,218 (56;11,843
ポ ル.ト ガ ル 15:4(q (5〕40D .:7::.650

ア イル ラ ン ド ㈲420 (5〕4蜀 (1s11,110

ギ リ シ ャ
i〔2}195

〔Z〕195 〔14)2,100

不 明 〔2〕64 {5),220 ㈲675

.....

欧州合計 {64〕101750 〔37)6、703 (69)10,601〔17①29.054 〔.24の36,515

ア ルゼ ンチ ン (1〕250 (1)110 (2)360 〔3}1助 〔2}主 脚 (e)480 (誌〕2,395
コ ロ ン ビ ア (1)36

.

〔1).36 〔.9:1447

メ キ シ コ 1:2::333 〔5)193 の526
ド1

41)4,758

プ エ ル トリコ (2}900 〔2)900 〔19)3,628

ウ,レ グ ア イ ω 零⑪ Q)go
L"

べ 不 ス エ ラ ④200 (a)200 〔7:1358

ラテン・アメ肋 矧. 〔5:ll、'183 (12)619.117:12.102 〔呂〕810

.一

ア メ リ カ 〔5)2、4.45 (2〕9別 〔15)IO緬 〔22:112,・170 〔5:12.320〔1.133:呂54.呈.19

カ ナ ダ 〔.2.:1355 ⑦501 〔9}呂56

.

〔呂①17、図6

北アメリ殆 計

1

:.7〕2、800 〔2〕9罰 〔22〕10,526
「 ℃
1.3m4306', 〔5)2脚

..一

南 ア7リ カ 〔6:;2、1〕O;13;1,510
「 噛
1.ls)3,610(9)950 〔9)1,9b〕 嘲12,10　

オー.ストラ1Jア 1:8}516 (8)516 (4)4811〔105)12,151
イ ン ド ② 器。 ② 脚 〔:8)脇9 (13:561 Ill〕0::17、041

パ キ ス タ ン ②128 ②1認 〔呂〕6ア4

エ ジ プ.ト (3)90 〔3)go

そ の 他 (9:1670. 〔.6:1.111 〔17}2、744

.

総 計 〔91).15,251 (a7)10.⑪5言〔123.鵬.772 X261:)49.o総 〔32呂〕↓9、200

出.所=Su,,,ψ.σ ゴ`.,p、190,p.193よ り作 成 。

注;*1970年 まで の 受 注 に よ る.林KWじ は,1969年 にAEGと シー メ ンス の 発 電 設 備 部 門 を 合

併 して 成 立 さ れ た 。 ドイツllf場 の数 値 は,AEG,シ ー メ ン ス,KWUの 合 計 値 で あ る,
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示 している。BBCの 基 盤 となりてい るのは西 ドイ ツとフラ ン..ス市場 で,BBC

は各 々の国内.市場 の約1/3と1/4の シ ェアを占めてい る。両市場 への販売数 は.、

合わせてBBLの 欧 州販売数 合計 の半 分近 くを占め,こ れ はシー メ ンスの欧州

販売 数合計に 占め る本 国西 ドイツ市場 の割 合に等 しい。BBCは,小 国市場で

.は,ス イスか らの輸出に加 えて,西 ドイツ子 会社 とフランス子会社 か らもベル

ギー,オ ラン.ダ,ス ウェーデ ン.に輸 出をおこなってい る。 こ.れらの輸 出元 は,

時 々の輸出条件 に よって,い ずれ の子会社あ るい は本社 か らの輸 出が有利であ

るかで決 定され る。BBCは,イ タリア,ノ ルウェー,.オ ー ス トリア,オ ラ ン

ダ,ベ ルギー.,ス ペ.インに も小型の設備 を製造す る子 会社 を持 ってお り,こ れ

ら子会社 はBBCの 輸 出 を補完す る役 割 を.果た してい る、,それゆ えBBCの 輸

出市場 は,シ ーメ ン.スよ りも広範囲 にわた っている.。

次 に,BBCの ス イス本社 と西 ド.イツ ・フラ ンス子 会社 か らの欧州以外 への.

輸 出状況 を見 る と,BBC全 体 の途.ヒ国への輸 出はそれほ ど多 くはないが,子 会

社 の輸出先は,前 節で述べ た輸 出国の 影 響 の範 囲'と 重複 している。これは,

BBCが 子 会社 か ら途上国への輸 出に際 して,輸 出 国政府 の金融支援 を利用で

きたためであ る。西 ドイツ子 会社 とフラ ンス子会社か ら北 アメリカ.市場 への輸

出 は,1968年 以 降の アメリカ市場 の拡張期に増加 した。BBCの 総 輸 副 に占め

る本社 と子 会社 の割.合は,ス.イ ス本社74%,西 ドイ ツ子 会社21%,フ ラ ンス子

会 社9%で あ る。BBC本 社 のみの生.産高に占める輸 出比率 は96%で あ ったが,..

これ に西 ドイツ子 会社 とフラ ンス子 会社 の生産高 も.含め ると,BBCの 総 生産

高 に占める輸出比率 は67%,総 生 産高に占める欧州市場 の割合 は57%と な る。

BBCの ア メリカ市場で の受注 は,/960'4一 代 終わ りに急 増 した。 アメ リカ市.

場 は,一 図で世界の重電設備需要の約半分 を占め,電 力事業体 ぽ多数の公営 ・

民 間企業か ら構成されている。外 国企業 のアメ リカ市場 に対 す る蒸気 ター ビン

発電機の輸出数は,1960年 代 末 まで はわずかであ ったが,こ れは,欧 州大 国 と

同様 の アメ リカ電力事業体 の国内調達慣行 と,ア メ リカ企業 の外 国企業へ のラ

イセ ンス供与 のためであ った。
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第4表 ア.メ リカ の 蒸気 タ ー ビン発 電 機 輸 入(1955.一1977年 〉

輸 入 合 計 24,583bf 100.0%

BBC(ス イス) 13,499MW. 54.9%

English・AEI(イ ギ リ ス) 6,333MW 25.8%

KWU(西 ドイ ツ) 2,320MW 9.4%

MAN.Alsthom(西 ドイ ツ ー フ ラ ン ス) 1,650mw 6.7%

Parsons(.イ ギ リ ス) 550MW 22鑑
一

StalLava】(ス ウ ェ ー デ ン). 12ユMW G.5鯖

東芝 旧本) 110MW O.4%

出所』=S1.1rmy,ρρ.`鵡,p.178..

往:19.0年 までの受注による。

.しか し1960年 代 半ばか らの電力事業体 の発注 ブー ムは,事 業体が アメリカ企

業 の良い リー ドタイムと ヒ弄す る価格 を回避す るため に,外 国企業に発注を行

う機 会 を止み 出 した。 第4表 は,1955一 ユ977年 の アメリカの蒸気 ター ビン発 電

機 市場 における外 国企 業の シェアで ある,,BBCの 輸 出 は,全 期 間を通 じて ア

メリカの総輸 人数の約 半分 を占めてい る。またBBCに と って も,ア メリカ市

場 は同時 期 のBBCの 総 輸 出の約40%を 占 め るに至 った。BBCは,欧 州 と

違 って,こ の時期 ア.メリカには製造子会社 を設立 してはいない.。BBCの ア メ

リカ市場 への参 人が成功 したの は,他 の大 企業が アメ リカ企業か らライセ ンス

の供与 を受 けていたの に対 して,BBCが 元 々 アメリカ企業か ら技術 的 に独立

してお り,.こ の ブー ム期 以前 にBBCが ア メ リカで発電所 の据 え付 け実績 を.

持 っていたた めで あるL7,。ア メリカ市場は,.1960年 代 末 にか けて欧州市場 の成

長が鈍化す る中でBBCの 重 要 な基盤市場 とな った。

BBCは,他 の欧州企業 が 自国 国内.市場 と,そ め`影 響 の範囲'下 にあ る途

上国 とを主 な市場 としていたのに対 して,西 ドイツとフラ ンスを疑似 的な 「国.

内」市場 とし,欧 州諸国を主な輸 出市場 としていた。欧州市場は,1950年 代 か

ら1960年.代 半 ぼにかけて高成長 を続 けてお り,こ れが外 国企 業であ るBBCに

17).1959年 に,ア メリカの電力事業体であるTVAとLQsAngele5が 初めて,外 国企業であるイギ

リスのParsonとBBCに3基 のタービン発電機を発注した。Suhau1,R.,Ph`加g加`加E飴 α,一～cα」

α7宮ψ(司り,Ψ「o∠1(.b耀戸所如月or(ニリ"ぞ'∫どo刀,Bu5ゆ㌧1974,P・72・
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も,地 元企業 と同様 の一定 の発 注数 を保障 していた。BBCは1960年 代 後半 の

欧州市場の成長鈍化に対 し,ブ ームが始 まった アメリカ市場への輸出で これを

補 った。BBCと 西 ドイツ企 業 は,欧 州 の小 国市場 の一部 で競 合 す る関係 に.

あ ったが,西 ドイツ企業の輸 出は途 上国へ比重 を置いてお り,BBCの 主 要市

場で は両社 は激 しい競争関係 にはなか った。

で はこのよ うなBBCの 位 置 は,石 油 ショックを経て世界 的に重電市場 が混

乱 ・低迷す る中で,ど のよ うに変化 したのだろうか。

21970年 代の先進国市場の変化

1970年 代 に入 ると,電 力 設備害 要は,2度 にわた る石油 ショックの影響 に

よって,そ れ までの火力中心の発 電設 備需 要か ら大 き く変貌 した。先進諸国は,

それ までの電力計画 を見直す中で,石 油を大量消費す る火力発電 を避 け,原 子

力発電 を選択す るようにな った。 これは,原 子力発電 の商業化 と相 まって一時

的な原子力 ブー ムを引.き起 こしたが,事 故 による反原.発運動 ・環境への関心の

高 ま りによって,原 子力発電所 ・大型火力 発電所 の建設数 は減少 した。.各重電

企業 は,国 内市場の停滞 を補 うために,一 部に成長 を続 けていた産油諸国や太

平洋沿岸諸 国,ア メ リカ市場へ輸出を集中 した。また急速 に技術力 を高めた 日

本企 業が,欧 州企業が伝 統的 に拠 点 と していた途上 国 市場 に進 出 し,こ れ に

よって欧州企業 はそ の`影 響の範囲'を 維持す るこ とが 困難 となった。 この原.

子 力 ブーム とそれ に続 く先進国 市場の停滞,輸 出市場 を巡る競争 の激化 は.先

に見 たBBCの 経 営構造 にも影響 を及ぼ した。

欧州 重電市場 は,フ ランスを除いて各国 とも需要が停 滞 した。重電企業 を有.

す る大 国は,1960年 代 末か ら1970年 ・代初めにかけて,国 内重電企業 の集 中 ・再

編を進めていた。 これ は,ECの 拡 大 と,各 産業分 野にお けるア.メリカ企業の

進出 に対抗す るための 「ナシ ョナ ル ・チ ャン.ピオン」強化政策 の一環であ り,

特 に重電産業で は,原 子力発電 の開.発 ・商業化 と一体 となって進 め られ た1㌔

18)Surrey,J..Walker,W.,1γ 酷8臨御p蘭z飾 脚,・P伽z1πゴπ5㌍'5翻α媚'R8脚 〃5θ∫'o〃星箇月に!



100〔220>...第165巻 第3号

この供給側の集中は,国 内需要 の停滞 と相 まって各国内の発注 をよ り少数 の企

業へ と集 中す ることとな った。 この典型が フラ ンスであ った。

フランスは,大 規模 な原子力計画 によって,欧 州で唯一1974年 以 降 も原子力

.発電 の建設数 を伸ば した。 フランス政府 は,ユ969年 の ウエ ステ ィングハ ウスの

国内原子力.発電市場 への進 出に対抗す るために,多 数の企業か ら構成 され てい

た国内のタービン発電機 と原子力発 電設備 の製造 を,そ れぞれ1社 に集中させ

るための大規模 な資産交換 を主導 した。 この過程で,外 国企業の フランス企業.

に対 する ライセ ンス供 与や資 本出資 も徐 々に排 す る政策が採 られた。BBLの.

フ ラ ンス子 会社 の事 業 は,1976年 に フラ ンス企 業 ア ルス トムの6%の 株式 と

ター ビンへの ライセ ンス契 約 と交換 され,BBCは フ ラ ンス発電機市場か らの.

撤 退 を余儀 な くされた。

西 ド.イッの原子力登竜市場は,1969年 か ら1970年 代 前半 にか けて ブー ムとな

り,そ の後縮小 した。西 ドイツ企業は,市 場 の変化に対応 して,ア メ リカ企業

からの技術 的自立化 と集約化 を進め,西 ドイツ国内で の基盤 を強化 した。 シー.

メ ンス とAEGは,1969年 に,そ れぞれのアメ リカ企 業か らのライセ ンス契約

を破棄 し,互 いの ター ビン発電機 と変圧器事業 を合併 させて共同子 会社KWU.

(KraftwerkUnion)とTU(TransformatorenUnion)を 設 立 した。.これ は縮

小 する火力発電所需要 に対応す るための ものであ ったが,そ の後 のユ973年 に は,

両 企 業 の原子 力事 業 につ いて もア メ リカ企 業か.ら の ライセ ンスを破棄 し,

KWUに 統 合 した。 シー メ ンスは,1976年 に経営が悪化 したAEGか らKWU

を 買 収 して100%出 資 子 会社 とし,西 ドイ ツ.企業で唯一 〇発 電所 の ター ンキー

供給 を行 う企業 とな った。BBCの 西 ドイツ子 会社は,西 ドイ ツで シー メンス

以外に火力発電所 一式 を供給で きる唯「の企業 としてその地位 を維持 したリ レ

か し,市 場が拡大 した原子力発電 に関 して は,BBCは1967年 に ス イス政府が.

独 自の原子炉 開発 を断念 していたた めに,独 自あ原子炉 製造技術 を持 ってい な

カ}つた。BBCは ア メ リカのGE.と ウエステ ィングハ ウスか らライセンスを受

＼ がo,璽o'ルfαr錠 κPr8∬ 貿r硲.Sussξx,1981,PP.812..
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第5表1977年 時 点 の西 ドイ ツ原 子 力 発 電 市 場 とKWUの 受 注 実 績

運 転 中

建 設 中

契 約 済

合 計

種 類

PHWR〔 重水炉)

PWR

BWR

PWR

BWR

FBR(高 速増殖炉)

PWR

国内市場(容 量) 内KWUの 受注

;!
　 ・・細

149(15,495Mw・

蕪(5、 、ユ96MW)1

基

基

基

1

5

4

基

基

基

7

5

1

4基

2由基 〔28,015MW) 27基

出所:『原子力年鑑』1978年,317,324ペ ージより作成、

注:KWU.が 引き継ぐ以前のシーメンスとAEGの 実績も含む、

けてPWRとBWR原 子 炉 を製 造 して いたが,西 ドイ ツ企 業 も両 アメ リカ企

業か らライセ ンスを受 けてい たた 坤に,BBCの 西 ドイ ツ子会社が拡大す る西

ドイ ツの軽水炉市場 に参入す るにあた って,新 たに別 の企業か らライセ ンスを.

得 る必要が生 じた'ヨ:。この ため,BBCは 西 ドイツの原 子力市場 参入で シーメ

ンスに後れ をと り,第5表 に見 られ るよ うに,1977年 までの西 ドイ ツ国内の原

子力発電所.発注数29基 の 内,KWUが27基 を 占め,ほ ぼ.市場 を独 占す る結果 と

なった。

次 にBBCの 主 要輸出市場 であ ったアメ リカでは,市 場 の急速 な拡 大 と縮小 ,

そ れに伴 う企業 間の輸 出競争の激化が,BBCの 地 位 に大 きな影響 を与えた。

アメ リカ市場 は,1960年 代 半ばの第一次原子力 ブー ムに続 き,ユ970乍 か ら1974

年 にか けて第二次原子力 ブームを迎 えた。 この アメリカ市場 の拡 大に対 して,

ア メ リカ企業 か ら技術 的に独立 し,競 争力 を強めた シー メ ンスが市場 参入 を..

行 った。 シー.メンスは1969年 に アメ リカ企業 との ライセ ンスを破棄す ると同時

に,火 力発 冠に関 しては,先 に輸 出実績 を積んでいたBBCに 対 抗 す るために ,

ig)∫ ゐ磁,P22.BBCの 西 ド イツ子 会社 は,ア メ リ カあBabcock&WHc6xと ,そ の 西 ドイ ツ 了・会

社 とPWR型 原 下 方 発 電 所 を 建 設 す る コ ンソ ー.・シア ム を1960年 代 末 に 設 立 し.,1973年 に1基 を

受 注 した 。 ま たBBCの 西 ドイ ツ ∫.会社 は,酋 ドイ ツの 高 温 ガス 炉 の 開発 に もか か わ っ て1・・る。
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第6表.ア メ リ カの ター ビ ン発 電 機 市 場(キ ャ ンセ ル を含 む)

単位lMW〔 輸 入の%)

1950-59 1960-69 1970-74 1975一 合 計

国内.生産高 73,606 165.0118 95,858 43,6ア6 395,846

在
来

型
タ

1
ビ
ン

輸入先/対 ス

西 ドイツ

その他

460(100)

0

0

121612(85)

1,.6ユ5(11)

671〔4)

600(5)

10,293(92)

322(3)

3,480(55)

2,466(39)

360(6)

17,152(51)

14,374(43)

11901(6)

輸入合計

輸入比率

460(100>

1%

14,898〔100)

8%

11.215(100)

10財

6,306(100)

13%

33,427(ユ00)

8%

1国内生産高838 67,416 89,433 8,256 166,318

原…

子力

タ
t

ビ
ン

輸入先/.スイス

.西 ドイ ツ

イ ギ リス

0

0

0

2,120(66)

0

1,093(34)

ユ0、386(54)

6,630〔35)

2,200(11).

O

D

O

12、506(56)

6.630(30)

3.293(15)

.輸人合計

輸入比率

0 3,213(10①

5%

119,216〔loo)

13%

0 22,429(100)

12%

出所=Th【}m甜,oρ.`"..PP,82..83.より作成。

注=発 注された時期による区分。

アメ リカ企 業のAllisCharmars社 と提携 して地域製造子会社 を設 立 し,輸 出

を急速 に拡大 してい った。第6表 はアメ リカの ター ビン発電機市場 の推移で あ

る。原子力発電市場において も,シ ーメンスは原子力 ター ビン発 電機 の輸 出を

着実 に増加 させた。.BBCは,シ ーメ ンスの進出 に対抗す るため に,北 アメ リ

カ市場向 けの製造拠点 として,カ ナ ダ企業 との提携でユ978年 に カナダに製造了一

会社 を,ア メ リカには ガス ター ビンの製造子会社 を設.止 した。 しか しこの子会

社が発足す る頃 には,ア メ リカ市 場は原子力発電所 の事故 を契機 に,原 子力 ・

火力 発電所 とも建設の延期 ・キ ャンセルが相次 ぐよ うにな り,1978年 以 降 はア

メ リカ市場で の原 子力の新規発注 その ものが行われ な くな った。BBCの ア メ

リカ市 場で の受注 は,こ の時期 のキ ャ.ンセルに よって急減 し,BBCの ア メリ

カ市場へ の投資 ば,利 益 を生み 出さず に合計1-.5000万 ス イス ・フランの損失

とな った鋤。

20)Fが 月α7rf如`Tρ"郡,March3,1986,P.14.
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第7表BBCの 経営指標

(223)103

受 注

1所 ズ ス・万 ン)

売 ヒ高

〔百万対 ス・.万ン)

利 益/損 失

{莇'対 ス・万 ン}

売上高
利益率

一株 当た り;

利益/損 失.

〔スイス・フラン〕

一株当た り

配当額

〔対 スワ ラの

従業員数

(人)

.1982 10,243 9,701 一95 一1255F 30SF 94,100

.1983 10,50ユ 10,658. 752 一75 30 90,600

1984 12,43ユ 11,214 85 G.8% 75 30 100,100

1985 12,977 13,876 109 O.8% 101 0 97,800

1986 .11,032 13,826 96 0.7% 85 0 97,500

1987 10,994 10,369 185 1.8% 9ヨ,900

出所:BBCA,,,,.-Rep,,,よ り作成。

第8表BBCの 地域別売上高比率

西 ドイツ スイス その他 欧州合計
北

ア メ リカ

1ラテ ン

アメ リカ

ア ジア ・

オー ス ト
ラ リア

ア フ リカ
合 計1
:而 スイス
・フラ勾

玉983 27.3% 7.0% 26.§% 61.2% 8.o% …7.4暢 13」% 10.3% lO,658

1984 24.5% 5.9% 30.鵠 61.2% 8.4%: 7、U% 17.6% 5.8% 11,214

1985 25.3% 5.0% 30.8% 61.1% 6.7%i… 8.3% is.5% 5.4% 13,876

19呂6 27.5% 5.7% 32.8% 66.0% 9.5% 4.4% 17.1%. 3.0% 131826

1987 22.7% 6.3% 32.3% 61.3艶 12.6% 6」3.% 14.2% 5.6% in,369

出所;BBCAn,malReportよ り作成.

V.小. 活

以上 のよ うに,BBCの 先 進国.市場 におけ る地位 を支 えていた条件 は,1970

年 代 に入 り,① 世界的 な需要の縮小 と技術 的変化,② 各企業間の輸出競争 の

激化 に伴 う`影 響の範 囲'の 変化,③ 欧州大 国の 「ナ シ ョナル ・チャ ンピォ

ン」政策の強化,に よって大 きく変化 した。 これに よって,人 国市場 に依拠 し

て いたBBCの 経 営基盤 は悪化 した。 第7表 と第8表 は,BBし の経営 指.標 と

地域別売E高 で ある。BB(=は1982年 まで は連 結のAnm]alReportを 作 成 して

い ない。 しか しBBCが 最 大の売上高 を持つ西 ドイツの子会社が,1982年 に は

か ろ うじて700万 ドイツ ・マル クの総利益 を示 してい るこ とか ら2D,BBCの 他

21)BBC,V,,nheimAnnualReport,1982.
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市場で の赤字 を西 ドイツの経営に よって もカバー出来なか った ことが分 か る。

欧州 重電 企業 は,1970年 代 後半か ら1980年 代 前半 にか けて,厖 大 な過剰生産

能力を蓄積 し,.全 般 的に経営 を悪化させた。 しか し大国 の企業 は,.国 内市場 で

のわず かで はあるが継続的 な受注 と途上国への輸 出によ って重電事業 を維持 す

る.と共に,他 の事業部 門の成長でそρ経営 を補 った。主 要企業の収益成長 を比

較する と,1975-1984年 の 問に,BBCの 連 結収益が45暢 の..ヒ昇 で あった一方で,

同 時期 にシー メ ン.スは.142%,GECは218%.ヒ 昇 して いる3'L7。BBLは 重 電事業

が売.L高 の半分 を占める事業構造であ ったため,特 に重電市場停滞 の影響 を直

接的に受けた と言 える。

BBCは,1985年 か ら新社 長 の.ドで 経 営 再建 を試 み るが,1987年 に は ス.

ウ ェー'ン の アセ アとの合併 を選択 す る。 当時 のアセ アは1980年 か ら 珂&A

に よ る経営拡大 戦略 を採 ってお.り,ABBの 誰 立 は,実 質的 には アセ アによる

BBC;の 買収で あ った。 この動 きによって,は じめに述べた よ うな1980年 代 末.

の 企業再編が引 き起 こされる。つ ま り,.1980年 代 末の国境 を越 えた重電企業再

編 は,各 国の需要が縮小 し保護主義が高 まる中で,よ り経営 の悪化 した下位企

業 による他国欧州市場 への進 出が契機 となったのであ る。他 方で,こ れまで明

らかに して きたよ うな大 国市場 の役割 は,依 然 として機 能 してい る』.これ は.イ

ギ リス,ド.イ ツ,フ ランス,イ タ リアの各国が と りわけ,92年 の域 内市場完成

後 もなお,完.全 な公共調達 市場 の開放 を行 っていない こ とに示 されてい る。

ABBの 成 立 と多数のM&Aは,こ の ような状況下 にお いて,基 盤 となる市場.

を持た なか ったBBCと ア セアに とって の,基 盤市場 の拡大 とい う意味 を持つ

のであ る。

本稿 は,企 業再編 に至 るまでの市場 の状況 とBBCの 経 営.変化 を主 な検討課

題 としたため に,再 編の もう一方の主体で あるアセアの経営状況や,形 成 され

たABBの 多 国籍経営の実態 とその 「ナ シ ョナ ル」 な性格 の問題 につ いては触

れ られ なか った。 これ らの問題ぽ次稿 の検討課題 と したい。

22)盈 ηαπタπ'T'〃躍5,Marl=h3,1986、p.14.
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